
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したもので

す。思考スキルは、特定の問題に限らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。

問題につまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合

えばよいのか、どのように考え進めればよいのか、…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。

問題に取り組むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情報や問題の条件を正しくとら

える
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再現する
　・計算を正しく行う
　・問題の指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重

ちょう

複
ふく

なく全て探し出す
　・書き出すことを通じて、法則を発見する

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状

じょう

況
きょう

を時
じ

系
けい

列
れつ

で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋

すじ

道
みち

立てて明らか
にする

　・�前問が後に続く問いの手がかりとなってい
ることを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・規則や周期に注目する

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあてはま

るような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえ

て活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面的にとらえる
　・多角的な視点で対象をとらえる

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合を想定して考える（もし全て○
○なら、もし○○がなければ、…など）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなしたりし
て全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のものだ
けを移動させて状況をとらえる

　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解答の範

はん

囲
い

や大きさの見当をつける

思考スキル



○知識
　・�情報を手がかりとして、持っている知識を

想起する
　・�想起した知識を正しく運用する

○理由
　・�筆者の意見や判断の根

こん

拠
きょ

を示す
　・�ある出来事の原因、結果となることを示す
　・�現象の背

はい

後
ご

にあることを明らかにする

○置
ち

換
かん

　・�問いを別の形で言い表す
　・�問題の状

じょう

況
きょう

を図表などに表す
　・�未知のものを自分が知っている形で表す
　・�具体的な数と比を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し

点
てん

で複数のことがらを比べる
　・複数のことがらの共通点を見つけ出す
　・複数のことがらの差

さ

異
い

を明確にする

○分類
　・�個々の要素によって、特定のまとまりに分

ける
　・�共通点、相

そう

違
い

点
てん

に着目して、情報を切り分
けていく

○具体化
　・�文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心

情を取り出す
　・ある特

とく

徴
ちょう

を持つものを示す

○抽
ちゅう

象
しょう

化
か

　・�個々の事例から具体的な要素を除いて形式
化する

　・�個々の事例から共通する要素を取り出して
まとめる

○関係
　・�文章どうしのつながりをとらえる
　・�部分と全体のそれぞれが互

たが

いに与えあう影
えい

響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ

段
だん

となることを見つけ
出す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、先の変化を予測する
　・�文章から、筆者の考えを論理的に導

みちび

き出す

○類推
　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出

す
　・�個々の共通点から、特定の事象を導き出す
　・�要素間の意味をとらえ、情報を補

おぎな

う

思考スキル



小学5年  算数 ── 解答と解説

1
（1） （2） （3）

21 22 23

2

26 27 28

3

4

29 30 31

24 25

（配点）各 5 点×30　計150点

kg 度

個 度

回

（1） （2） （3）

33 34 35

円 円円

（1） （2） （3）

5

6

（4） （5） （6）

32

（7）

（4） （5）

8

（完答）48 5049

通り

（1） （2） （3）

（完答）39 4140

時　　　　　分 分間 分速　　　　　 　　　m

（1） （2） （3）

36 3837

度 cm2 cm

（1） （2） （3）

42 4443

度 cm 度

（1） （2） （3）

7

45 4746

（1） （2） （3）

24000

3

10

2

40.5

9

53 20
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841素数
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【解　説】

2（1）　 再現するA2

（平均）

平均は「合計÷人数」で求められるので、　162÷4＝40.5（kg）

（2）　 B1 特徴的な部分に注目する

（周期）

2019年は平年（365日）で、曜日は７つのくり返しなので、

　365÷7＝52あまり 1　→　52周期＋１日

よって、最後の12月31日は１月１日と同じ曜日になるので、　52＋1＝53（回）

（3）　 再現するA2 知識

（正多角形の外角）

正ｎ角形の１つの外角の大きさは、「360÷n」です。

よって、正十八角形の１つの外角の大きさは、360÷18＝20（度）

（4）　 再現するA2 知識

（約数）

36の約数を調べるために、積が36になる数のペアを作っていきます。

　1×36、2×18、3×12、4×9、6×6

よって、36の約数は、　1, 2, 3, 4, 6, 9, 12, 18, 36の９個。

（5）　 再現するA2 置換

（最小公倍数）

12でも15でもわり切れる整数でもっとも小さい数は

12と15の最小公倍数60です。

（6）　 B1 特徴的な部分に注目する 置換

（多角形の角度）

対
たい

頂
ちょう

角
かく

は等しいので、右の図のように、求める角度の和は

五角形の内角の和に等しくなります。

ｎ角形の内角の和は「180×（ｎ－2）」で求められるので、

　180×（5－2）＝540（度）

3 ） 12　15
　　4　  5 → 3×4×5＝60

ア
イ

ウ

エ

オ

算数─解答と解説



（7）　 B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

（約束記号）

【7】	 → 7÷3＝2あまり1　→ 1

【8】	 → 8÷3＝2あまり2　→ 2

【9】	 → 9÷3＝3あまり0　→ 0

【10】	 → 10÷3＝3あまり1　→ 1

【11】	 → 11÷3＝3あまり2　→ 2

よって、　1×2×0×1×2＝0

※�3でわり切れる9が入っており、かけ算に0がふくまれることがわかるので、計算をせず

に０と答えることもできます。

3 　（売買損
そん

益
えき

算）

売買損益算では「原
げん

価
か

」「定価」「仕入れ」「売り上げ」「利益」などの言葉の意味を正しく理
り

解
かい

す

ることが大切です。この問題では総
そう

仕入れ額
がく

と総売上額に着目することで、計算にかかる時間

を少なくすることができます。

（1）　 A2 情報を獲得する 再現する

原価の４割
わり

の利益 → 定価は原価の1.4倍なので、

　500×1.4＝700（円）

（2）　 B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

仕入れた1000個
こ

のうち25％が売れ残ったので、定価で売れた分の売り上げは、

　700×1000×（1－0.25）＝525000（円）

仕入れ額の合計は、

　500×1000＝500000（円）

よって、求める利益は　525000－500000＝25000（円）

（3）　 B2 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する 順序立てて変化をとらえる

全体の利益は、　500000×0.25＝125000（円）

売れ残っていた個数は、　1000×0.25＝250（個）

よって、割引後の１個のねだんは、

　（125000－25000）÷250＝400（円）
使われている言葉の
意味を正しく理解し
よう

算数─解答と解説



4 　（平面図形）

図形を組み合わせてできる新たな図形の特
とく

徴
ちょう

をつかみましょう。辺の長さがわからなくても、

面積がわかっている図形を組み合わせることで別の図形の面積を求めることができます。この

とき、面積の値
あたい

に注目することで、面積からの逆
ぎゃく

算
さん

で長さを求めることができます。

（1）　 B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

四角形ABCDの各辺は、面積が20cm2の正方形を２つ並べた

長方形の対角線になっているので、すべての長さが等しくな

ります。

また、色をつけた三角形はどれも形と大きさが等しくなって

います。

この三角形の内角の和はどれもｘ＋ｙ＋90＝180（度）です。

よって、ｘとｙの和は、　180－90＝90（度）

（2）　 B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

四角形ABCDの面積は、もとの正方形９個分の面積から、（1）の図の色をつけた三角形４

個分の面積を引いたものです。

三角形の面積は、正方形２個分の半分なので、正方形１個分に等しくなります。

よって、四角形ABCDの面積は、　20×（9－4）＝100（cm2）

（3）　 B1 特徴的な部分に注目する 順序立てて変化をとらえる

四角形ABCDは、４辺の長さがすべて等しく、かつ４つの角がすべて直角なので正方形

です。

また、面積は（2）から100cm2で、100＝10×10なので、直線ABの長さは10cm。

5  （速さ）

家から郵
ゆう

便
びん

局
きょく

、郵便局から図
と

書
しょ

館
かん

のそれぞれの移動について正しく計算を進め、時間の経
けい

過
か

とA

君の場所を正
せい

確
かく

に把
は

握
あく

しましょう。（3）では「移動にかかる時間を10分短くすれば」と言い換える

ことで、求める答えまでの筋
すじ

道
みち

がわかりやすくなります。

（1）　 A2 情報を獲得する 再現する

家から郵便局まで980mの距
きょ

離
り

を分速70mで移動するので、かかる時間は、

　980÷70＝14（分）

よって、10時ちょうどに家を出発して14分後の、10時14分。

（2）　 置換B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

郵便局から図書館までは1.4km＝1400mなので、　1400÷70＝20（分）かかります。

よって、郵便局で用事をすませるのにかかった時間は、

　40－（14＋20）＝6（分間）

x

y

A

B

C

D

算数─解答と解説



（3）　 置換B2 特徴的な部分に注目する 順序立てて変化をとらえる

到
とう

着
ちゃく

時刻を10分（＝40−30）早くするためには、郵便局から図書館への移動時間を10分短

くすればよいので、

　1400÷（20－10）＝140　→　分速140m

6 　（角度）

同じ長さを利用した二等辺三角形や正三角形、ひし形などをつくり、必要な角度を求めていき

ましょう。この問題では小問が順に作図や補
ほ

助
じょ

線
せん

のヒントになっています。このように問題そ

のものが解き進めるためのステップになっている場合もあるので覚
おぼ

えておきましょう。

（1）　 B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

正三角形CDEの１つの内角は60度なので、

　80－60＝20（度）

（2）　 置換B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

四角形ABCEに注目します、辺ABと辺ECは長さが等しく、

さらに、角B＋角C＝160＋20＝180（度）なので、辺ABと辺EC

が平行であることもわかります。

また、辺ABと辺BCの長さも等しいので、四角形ABCEはひし

形です。

よって、直線AEの長さは他の辺の長さに等しく、10cm。

（3）　 置換B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

右の図の三角形AEDに注目します。

辺AEと辺EDの長さが等しいので、三角形AEDは二等辺三角形です。

角AEDの大きさは、

　360－（160＋60）＝140（度）

また、角EADの大きさは、

　（180－140）÷2＝20（度）

よって、ｙの大きさは、

　20＋20＝40（度）

x

y

80°

160°

A

B

C D

E

y

20°

20°

160°

A

B

C D

E角の大きさや辺の
長さが等しい部分
に注目しよう

算数─解答と解説



7 　（数の性質）

整数を約数の個数ごとにグループ分けした問題です。約数が１個の整数は１だけ、約数が２個

の整数は素数、約数が奇
き

数
すう

個の整数は平方数（同じ整数を２回かけた数）など、約数の個数で特
とく

徴
ちょう

のあるものは覚えておきましょう。また、２グループと３グループの関係に気づければ（2）は

容
よう

易
い

に解くことができます。

（1）　 B1 情報を獲得する 知識

約数の個数が、１とその数自身の２

個だけである数を素数とよびます。

（2）　 B1 調べる情報を獲得する
　　 特徴的な部分に注目する

２グループと３グループを見比べる

と、２グループの数の平方数が３グ

ループになっていることがわかりま

す。２グループは素数なので、小さ

い方から10番目は29です。

よって、３グループの小さい方から10番目の数は、29×29＝841

（3）　 B2 調べる 特徴的な部分に注目する情報を獲得する

７グループに入る数は約数が７個ある整数です。また、約数の個数が奇
き

数
すう

になる数は平

方数とよばれる、同じ数を２回かけた数です。よって、この問題では約数が７個ある平

方数のうち最も小さい数を答えればよいことになります。

ここで、他の奇数グループの最も小さい数に注目すると、

　３グループ…　4＝2×2

　５グループ…　16＝4×4＝2×2×2×2

よって、７グループの最も小さい数は、2×2×2（＝8）を

２回かけた数になるので、

　8×8＝64

※64の約数は、 1, 2, 4, 8, 16, 32, 64の７個です。

8 　（条件整理・場合の数）

与
あた

えられた情報からわかることを順番に整理していくことで、使える数と使えない数を見分け

ることができます。（3）では、同じ数を２回かけてもよいことや、積が同じになる組み合わせを

１通りと数えることに注意して調べていきましょう。

（1）　 B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する

１回目の結果、積は28です。

数の特徴に注目しよう

１グループ 1

２グループ 2, 3, 5, 7, 11, 13, 17, 19, 23, …

３グループ 4, 9, 25, 49, …

４グループ 6, 8, 10, 14, 15, 21, 22, …

５グループ 16, 81, …

６グループ 12, 18, 20, …
… 　　　　　　 …

算数─解答と解説



１から９までの数から２つを使って積が28になるのは、4×7＝28だけなので、答えは

４と７です。

（2）　 B2 特徴的な部分に注目する 調べる

（1）と同様に積から考えられる２つの数を整理すると、

ここから、3, 4, 5, 7 は使うことがわかります。

次に、和についても整理すると、

3を使うので、和が8になる式は、3＋5に決まり、ここで5を使ったので、

和が6になる式は、2＋4に決まります。

また、7を使うこともわかっているので、和が15になる式は、7＋8となり、

すべての数が決まります。

６つの数の積は、　2×3×4×5×7×8＝6720

（3）　 B2 調べる 特定の状況を仮定する特徴的な部分に注目する

同じ数を２回かけてもよいので、かけ算の組み合わせは

　2×2、2×3、2×4、2×5、2×7、2×8

　3×3、3×4、3×5、3×7、3×8

　4×4、4×5、4×7、4×8

　5×5、5×7、5×8

　7×7、7×8

　8×8

ここで、2×8と4×4はともに16なので１通りと数えると、

　6＋5＋4＋3＋2＋1－1＝20（通り）

ていねいに調べること
が大切だよ

回数 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目
積 28 12 8 6 15 24

4×7 2×6
3×4

1×8
2×4

1×6
2×3 3×5 3×8

4×6

和 15 8 6

6＋9
7＋8

1＋7
2＋6
3＋5

1＋5
2＋4

算数─解答と解説



小学5年  理科  ── 解答と解説

1

□1　（1）（2）各3点×2＝6点
　　他各4点×5＝20点
□2　各3点×8＝24点
□3　（3）各2点×3＝6点
　　他各3点×6＝18点
□4　（1）各2点×5＝10点
　　他各4点×4＝16点

計100点

（配点）

2

（1） （3）（2） （4）

21 22 23 24

度

（2） （4）（3） （5）

50 51 52 53

g ℃

（3） （4）

38 39 40 41

A B C

（1）

45 46 47 48 49

a b c d e

（6） （7）

33 34

（8）

35

（1） （2）

36 （完答）37

（生物）

（6） （7）

43 44

3

4

運ばれる。

（5） （6） （7）

25 26                             27

℃
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【解　説】

1　地温と気温の変化についての問題

（1） A1 知識

　気温は、風通しがよくて温度計に直射日光が当たらない場所で観測しなければならないので、

図のような百
ひゃく

葉
よう

箱
ばこ

を用いて測ります。

（2） A2 知識 比較

　地面からの熱のてり返しを防ぐために、図のような百葉箱は、通常風通しのよい芝生の上など

に地上から1.2 ～ 1.5ｍの高さで設置されています。

（3） A1 知識

　気温を観測しようとして百葉箱のとびらを開けたときに、直射日光が入ることのないようにす

るため、太陽が通ることのない北の方角に向いてとびらがついています。

（4） B1 理由 比較

　地球が西から東へ自転することにより、朝に太陽は東の地平線からのぼり、夕方西の地平線へ

としずんでいくように見えます。このような規則正しい太陽の動きから考えて、左右が線対称に

なったグラフが太陽高度を示しているとわかります。その中で、12時ごろに最も高くなっている

70度がこの日の南中高度になります。また、太陽の熱はまず地面をあたため、あたたまった地面

が空気をあたためるため、太陽が南中してから１時間ほどしてから最も高くなっているグラフが

地温、さらにそれから１時間ほどして最も高くなっているグラフが気温を示していることもわか

ります。

（5） B1 抽象化 理由

　１日中よく晴れている状態では、昼には太陽光線が地表によく届いて地温や気温が上昇し、夜

になると宇宙に熱がにげていくので、地温や気温の最高温度と最低温度の差が大きくなります。

一方、１日中くもっていたり雨がふっていたりすると、雲によって太陽光線がさえぎられたり、

熱が宇宙へにげづらくなることで熱の移動が十分に行われなくなるため、１日の中での気温や地

温の最高温度と最低温度の差が晴れの日とくらべてとても小さくなります。グラフでは、この差

が大きくなっていることから、この日は１日中よく晴れていたと考えられます。また、この日の

南中高度が70度であることや、日の出の時刻が６時より早く日の入りの時刻が18時よりおそくな

っていることから、この日は１月ではなく６月の記録であったこともわかります。

（6） B1 理由 比較

　地面は空気にくらべてあたたまりやすく冷めやすいので、よく晴れた日の日の出直前には地面

の温度が大きく下がって気温より低くなり、昼ごろには地面の温度が大きく上がって気温よりも

高くなることが多くなります。

（7） B1 理由 比較

　14時ごろに温度が最も高く、１日の中での最低温度と最高温度の差が小さい方が気温のグラフ
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なので、午前６時ごろの10℃がこの日の最低気温になります。

2　豆電球とかん電池についての問題

（1） A1 知識

　図２のように、２個の豆電球が連続して接続されているようなつなぎ方を『直列つなぎ』といい

ます。

（2） A1 知識

　図３のように、２個の豆電球がそれぞれ独立してかん電池と接続されているようなつなぎ方を

『へい列つなぎ』といいます。

（3） B1 理由 比較

　図３のようにかん電池を直列につなぐと、回路に流される電流の大きさが大きくなります。こ

のようなかん電池にそれぞれ１個の豆電球が独立して接続されているため、図３の２個の豆電球

はどちらも図１の豆電球よりも明るくつきます。

（4） B1 理由 比較

　かん電池をへい列につないだ回路では、かん電池が長持ちするようになるものの、電流を流そ

うとする勢いはかん電池１個と変わりません。このようなかん電池に、２個の豆電球を直列につ

ないで電流が流れにくくしたものを接続したため、図４の豆電球はどちらも図１の豆電球よりも

暗くしかつきません。

（5） B1 理由 比較

　図２や図４のように豆電球を直列つなぎにしたものは、回路に流れる電流は小さくなります。

さらに、２個のかん電池をへい列つなぎにすると長持ちすることから、図２から図５の中では図

４の豆電球が最も長時間ついていると考えられます。

（6） B1 理由 比較

　図６の回路では、１個の豆電球Ａと、２個の豆電球ＢとＣが直列につながれたものがそれぞれ

独立してかん電池に接続されていると考えることができます。したがって、電流が流れにくい豆

電球ＢやＣよりも、豆電球Ａの方にたくさんの電流が流れて明るくつくようになります。

（7） B1 理由 比較

　豆電球Ａをソケットから外してこの部分に電流が流れなくなっても、２個の豆電球が直列につ

ながれている豆電球ＢやＣに流れる電流の大きさは変わらないため、外す前と同じ明るさでつき

ます。

（8） B1 理由 比較

　直列につながれている２個の豆電球のうちの片方をソケットから外すと、もう一方の豆電球に

百葉箱は「正しい気温のは
かり方のルール」を満たす
ように作られています
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も電流が流れなくなるため、豆電球Ｂをソケットから外すと豆電球Ｃもつかなくなってしまいま

す。

3　タンポポについての問題

（1） A1 知識

　もともと日本にはいなかった外
がい

来
らい

種
しゅ

が運びこまれ、日本の中で子孫を残し続けるようになった

生き物を帰
き

化
か

生物とよんでいます。植物の例としてはセイヨウタンポポのほかにシロツメクサや

セイタカアワダチソウ、動物の例としてはアメリカザリガニやミドリガメ、ウシガエル、ブラッ

クバスなどがあります。

（2） A2 知識 分類

　キク・ヒマワリ、アザミ・ヒメジョオンなどは、タンポポと同じキク科にあてはまる植物なので、

１つ１つの小さな花（これを小
しょう

花
か

という）がたくさん集まって、かたまりの状態で花を咲かせます。

（3） A1 知識

　図２に描かれたタンポポの花において、Ａの部分が受粉するめしべの柱頭、Ｂの部分が花粉を

作るおしべのやく、Ｃの部分がやがて実になる（中に種子ができる）子房です。

（4） A1 知識

　タンポポの葉は、ウのようにまわりがギザギザになっています。

（5） B2 分類 比較 具体化

　タンポポの花粉は虫の体についてめしべの柱頭まで運ばれていきます。花粉がめしべの柱頭に

つくことを受粉といい、受粉が行われると子房の中で種子が作られるようになります。

（6） A2 知識 分類

　綿毛のついたタンポポの種子は風に飛ばされやすいすがたをしています。同じようにカエデの

種子にも羽根のようなものがついていて、風を受けてひらひらとまいながらゆっくりと落下して

いきます。シイの種子であるどんぐりはころころと転がって、カキの種子は動物に食べられるこ

とによって、オナモミの種子は動物の体（毛）について運ばれていきます。

（7） A2 知識 理由

　葉を地面の上に丸く（放射状に）広げた状態を「ロゼット（葉）」とよんでいます。ロゼットという

のはもともと『バラの花びらのように広がったもの』という意味があります。葉を地面に広げるこ

とにより、冬の冷たい風に当たらないようにしているだけでなく、地面の熱を利用して葉の温度

を保つこともできます。

4　もののとけ方についての問題

（1） A1 知識

　右ききの人は右手を使って操作をするので、ものの重さをはかるときには一度だけのせればよ
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いはかるものを正面から見て左の皿に、量を調節する必要がある分銅を右の皿にのせます。また、

決まった重さの薬品などをはかり取るときは、一度だけのせればよい分銅を左の皿に、量の調節

を行う薬品を右の皿にのせます。てんびんは針が目もり板の中央をはさんで左右同じゆれはばに

なればつり合った状態だといえるので、針が静止するのを待つ必要はありません。

（2） A2 知識 理由

　物質が水にとけた水よう液では、しばらく時間が経過するととけた物質が水の中を十分に散ら

ばるため、水よう液のどの部分でも同じ濃さになっています。

（3） B1 抽象化 比較

　水の温度が10℃ずつ上昇するにつれて、ホウ酸をとかすことができる限界の量の増え方が、

0.9g・1.4g・1.6g・2.1g・2.8g・3.3g・・・といったように、だんだんと大きくなっているとわか

ります。このことから、横軸を水の温度でたて軸をとけるホウ酸の重さにして作成したグラフは、

温度が上がるほどとけるホウ酸の重さの増え方が大きくなっていくイのような形になることが考

えられます。

（4） B1 比較 置換

　表により、20℃の水が100gあるときには５gのホウ酸がとけるとわかります。水の量を200g・

300g…のように２倍・３倍…と増やしていくと、とける物質の量も２倍・３倍…に増えていくた

め、水の量を2.5倍の250gにしたときは、5×2.5＝12.5（g）のホウ酸がとけることになります。し

たがって、30gのホウ酸を加えると、30－12.5＝17.5（g）のホウ酸がとけ残ります。

（5） B1 置換 比較

　250gの水に30gのホウ酸をとかした水よう液の濃さは、100gの水に、30× 100
250 ＝12（g）のホウ

酸をとかしたものと同じになります。このことから、12g以上のホウ酸がとける60℃にまであた

ためると、はじめに加えた30gのホウ酸すべてがとけるとわかります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合  …－１点
・�文章表現の不備がある場合  …－１点

上皿てんびんには、「あるものの重さをはか
る」そして「あるものを決まった重さではか
り取る」という２つの使い方があります

理科─解答と解説



小学５年  社会 ── 解答と解説

1
問３問１ 問２

2421 22 23

問15

50

2

3

41

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６

問１ 問２

52 53

55

54

問３

問４

36 3837 39 40

問７ 問８ 問９ 問10 問11

42 4443 45 46

問12 問13

（完答）47

問14

48 49

（1）

（1）

（2）

（2）

（海流）

（条約）

（度）（東経） （度）（北緯）

（島）

問９ 問10

30

3433

問13問12
32

問４

25

問５ 問６ 問７ 問８

26 27 28 29

問14

35

（と）

5756

問６

6561

問７

62

問８

63

問９

64

問10

問11

（完答・順不問）66

51

問16

問11

31

（兵）

（U） （V）

問５

（完答・順不問）60

（と） （と） （と）

（完答・順不問）58 （完答・順不問）59

Ｘ Ｙ Ｚ

（配点）
　  問３（２）　４点
　  問２（２）　問７　　問３・問12・問15・問16　各３点
上記以外　各２点　計100点

3
21

ウ ア イえとろふ

ラムサール ウ 函館／函館市

オ千島 エ エ イ

ア 屯田（とんでん） 帯広／帯広市

エ エ0イ ウ ウ

Ｆ Ｄ

Ⅲ きⅡ え お１

扇状地（せんじょうち）

ア能登（のと）

ウ オ

ｂ ｈ Ｈ エ Ｇ

140 40 オ ア

ア ア エ ウイ

宮城／宮城県

水 は け が 良 く 、 ま た 日 当 た り も

良 好 な 土 地 の た め 。

社会─解答と解説



1
問３問１ 問２

2421 22 23

問15

50

2

3

41

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ 問６

問１ 問２

52 53

55

54

問３

問４

36 3837 39 40

問７ 問８ 問９ 問10 問11

42 4443 45 46

問12 問13

（完答）47

問14

48 49

（1）

（1）

（2）

（2）

（海流）

（条約）

（度）（東経） （度）（北緯）

（島）

問９ 問10

30

3433

問13問12
32

問４

25

問５ 問６ 問７ 問８

26 27 28 29

問14

35

（と）

5756

問６

6561

問７

62

問８

63

問９

64

問10

問11

（完答・順不問）66

51

問16

問11

31

（兵）

（U） （V）

問５

（完答・順不問）60

（と） （と） （と）

（完答・順不問）58 （完答・順不問）59

Ｘ Ｙ Ｚ

（配点）
　  問３（２）　４点
　  問２（２）　問７　　問３・問12・問15・問16　各３点
上記以外　各２点　計100点

3
21

ウ ア イえとろふ

ラムサール ウ 函館／函館市

オ千島 エ エ イ

ア 屯田（とんでん） 帯広／帯広市

エ エ0イ ウ ウ

Ｆ Ｄ

Ⅲ きⅡ え お１

扇状地（せんじょうち）

ア能登（のと）

ウ オ

ｂ ｈ Ｈ エ Ｇ

140 40 オ ア

ア ア エ ウイ

宮城／宮城県

水 は け が 良 く 、 ま た 日 当 た り も

良 好 な 土 地 の た め 。

社会─解答と解説



【解　説】
1　北海道地方に関する問題

問１　 A1 知識
　北

ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

は択
えと

捉
ろふ

島、国
くな

後
しり

島、色
しこ

丹
たん

島、歯
はぼ

舞
まい

群
ぐん

島
とう

からなり、日本固有の領土ですが現
げん

在
ざい

ロシアが
占
せん

領
りょう

しているため、日本政
せい

府
ふ

はその返
へん

還
かん

を要求しています。択捉島は北方領土を含
ふく

む千島列島最
大の島で、面積約3200㎢と鳥取県よりやや小さい程

てい

度
ど

の大きさです。
問２

（１）　 A2 知識 置換
　アは旭

あさひ

川
かわ

市、イは帯広市、エは苫
とま

小
こ

牧
まい

市です。
（２）　 A2 知識 置換 比較
　1/25000地形図ですので、地図上の５cmは５×25000÷100＝1250mとなりますので、アが正

せい

解
かい

です。イは広
こう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

、ウは南東が正解となります。山
さん

麓
ろく

駅の標高は約70m、中
ちゅう

腹
ふく

駅の標高は約
460mですので、エは正しくは約390mとなります。
問３　 分類A2 知識
　イは沖縄県の家で行われている工夫です。北海道の家では他に暖

あたた

かい空気を逃
に

がさないために
廊
ろう

下
か

を少なくする、などの工夫が見られます。
問４　 A1 知識
　千島海流は千島列島に沿

そ

って南下する寒流で、栄養分に富
と

んでいるため親
おや

潮
しお

とも呼ばれます。
北海道の東部にある根室市や釧

くし

路
ろ

市周辺では、千島海流の影
えい

響
きょう

で夏に気温が上がらず霧
きり

がよく発
生します。
問５　 A2 知識 置換
　天

て

塩
しお

川は天塩岳
だけ

に水
すい

源
げん

を発し、日本海に注ぐ長さ約256kmの川、石
いし

狩
かり

川は石狩岳に水源を発し、
日本海に注ぐ長さ約268kmの川、十

と

勝
かち

川は十勝岳に水源を発し太平洋に注ぐ長さ約156kmの川で
す。
問６　 A2 知識 比較
　十勝平野は火

か

山
ざん

灰
ばい

土
ど

が広がっていること、夏に気温があまり上がらないことなどから、稲
いな

作
さく

や
花の露

ろ

地
じ

栽
さい

培
ばい

は行われていません。アは群馬県嬬
つま

恋
ごい

村や長野県野辺山原のことです。
問７　 A1 知識
　アは九州地方、イは中部地方、ウは関東地方、エは北海道地方です。
問８　 A1 知識
　北海道はアのかぼちゃ、イのにんじん、ウのたまねぎ、エのだいこんの他に、ブロッコリー、
スイートコーン、やまいも、大豆、あずき、いんげん、じゃがいも、そば、てんさい、なたねな
どが都道府県別生産量割

わり

合
あい

で第１位となっています。
問９　 A1 知識
　ほたて貝の養

よう

殖
しょく

が盛んなサロマ湖は、北海道東部にある潟
せき

湖で面積が約151㎢と北海道で最大、
全国で３番目に大きい湖です。砂

さ

州
す

によりオホーツク海と隔
へだ

てられていて、周辺は出入りの少な
い単調な海岸線となっています。北海道のほたて貝の生産はサロマ湖の他に内

うち

浦
うら

湾
わん

（噴
ふん

火
か

湾）な
どで盛んで、その生産量は青森県に次いでいます。
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問10　 A1 知識
　屯

とん

田
でん

兵
へい

は明治時代に北海道の警
けい

備
び

と開
かい

拓
たく

にあたった兵士で、1874（明治７）年に制
せい

度
ど

が設
もう

けら
れ、1904（明治37）年に廃

はい

止
し

されました。
問11　 具体化A2 知識
　北海道には帯広の他に、サット・ポロ（乾

かわ

いた大きい土地）からつけられた札
さっ

幌
ぽろ

、ヤムワッカ
ナイ（冷たい飲み水の川）からつけられた稚

わっか

内
ない

、ヌプル・ペッ（色の濃
こ

い川）からつけられた登
のぼり

別
べつ

など、多くのアイヌ語由来の地名があります。
問12　 A1 知識
　ラムサール条

じょう

約
やく

は正しくは「特に水鳥の生息地として国
こく

際
さい

的
てき

に重要な湿
しっ

地
ち

に関する条約」で、
水鳥の生息地として大切な湿

しつ

原
げん

や干
ひ

潟
がた

を保
ほ

護
ご

するための条約です。1971年にイランのラムサール
で採

さい

択
たく

されました。北海道では釧路湿原の他に、サロベツ原野、野付半島、霧
きり

多
たっ

布
ぷ

湿原、大
おお

沼
ぬま

な
どが登録されています。
問13　 A2 比較知識
　湿原は淡

たん

水
すい

によって湿
しめ

った草原のことで、日本では北海道の他に東北地方でも大
だい

規
き

模
ぼ

なものが
見られます。湿原には川の水量を調整したり、様々な生物のすみかとなるなど多様な役割があり、
現在多くの湿原が国立公園として保護されています。湿原は海岸沿いだけではなく尾

お

瀬
ぜ

など山間
部でもみられます。「出入りの多い砂浜海岸」は正しくは「出入りの多いリアス海岸」または「出
入りの少ない砂浜海岸」です。
問14　 A1 知識
　標高334mの函

はこ

館
だて

山から見る函館市街地の夜景は、多くの観光客が訪
おとず

れる観光名所となっていま
す。

2　関東地方・東北地方に関する問題

問１　 A1 知識
　アは中京工業地帯で機械工業が、ウは阪

はん

神
しん

工業地帯で金
きん

属
ぞく

工業が、エは京葉工業地域で化学工業
が占

し

める割合がそれぞれ高くなっています。
問２　 A1 知識
　銚

ちょう

子
し

港ではさばの他、まいわし、ぶり類、さんまなどの水
みず

揚
あ

げ量が多くなっています。
問３　 B1 比較 推論抽象化
　人口密

みつ

度
ど

は人口÷面積で求めることができ、計算すると東京都が約6300人／㎢、千葉県が1213人
／㎢、栃木県が約304人／㎢、埼玉県が約1930人／㎢となりますのでエが誤

あやま

りとなります。栃木県
は福島県、茨城県、埼玉県、群馬県の４県と接

せっ

しています。
問４　 A1 知識
　政

せい

令
れい

指定都市は人口が50万人以上の市のうち政令で指定された都市で、都道府県とほぼ同等の権
けん

限
げん

を持ちます。東京23区は特別区として規
き

定
てい

されていて、政令指定都市で設
せっ

置
ち

されている区とは異
なる扱いとなっています。
問５　 A1 知識
　東京都台東区にあるエの国立西洋美

び

術
じゅつ

館
かん

本館は、「ル・コルビュジエの建
けん

築
ちく

作品－近代建築運動
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への顕
けん

著
ちょ

な貢
こう

献
けん

」の１つとして2016年に世界遺
い

産
さん

に登録されました。アは群馬県にある富
とみ

岡
おか

製
せい

糸
し

場
じょう

、
ウは岩手県にある中

ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

です。イは東京都にあるスカイツリーで、世界遺産には登録されて
いません。
問６　 A1 知識
　2018年１月現在では高

たか

崎
さき

市が人口約37万５千人となっていて、県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の前橋市の約33万８千
人を上回っています。藤岡市は約６万６千人、安中市は約５万９千人、沼田市は約４万９千人です。
問７　 A2 知識 分類
　茨城県は他にキャベツ、トマト、にんじん、レタス、ねぎ、スイートコーン、ごぼう、ほうれんそ
うなどの生産量も多くなっています。いちごは栃木県が生産量第１位です。
問８　 B1 比較 理由知識
　利根川下流の水

すい

郷
ごう

と呼
よ

ばれる地
ち

域
いき

では低地が広がっているため、台風による洪
こう

水
ずい

の被
ひ

害
がい

を避
さ

ける
ために、他の地域よりも早い時期に出荷する早場米を生産してきました。
問９　 A1 知識
　安

あ

積
さか

疏
そ

水
すい

は猪
い

苗
なわ

代
しろ

湖を水源として郡
こおり

山
やま

盆
ぼん

地
ち

を灌
かん

漑
がい

する用水路です。豊
とよ

川
がわ

用水は愛知県、両
りょう

総
そう

用水
は千葉県、那

な

須
す

疏水は栃木県にあります。
問10　 A1 知識
　米

よね

沢
ざわ

盆地は山形県南東部にある盆地で、平野部には水田が、山
さん

麓
ろく

にはぶどうなど果
か

樹
じゅ

園
えん

が広く分
ぶん

布
ぷ

しています。大
おお

館
だて

盆地と横
よこ

手
て

盆地は秋田県、会
あい

津
づ

盆地は福島県にあります。
問11　 具体化A2 知識
　最上川下流部にある庄

しょう

内
ない

平野は山形県北西部の平野で、江
え

戸
ど

時代に北前船の寄
き

港
こう

地
ち

で米、紅
べに

花
ばな

の
積み出し港として栄えた酒田市や、城

じょう

下
か

町
まち

として発
はっ

展
てん

した鶴
つる

岡
おか

市などがあります。仙
せん

台
だい

平野は宮城県、
津
つ

軽
がる

平野は青森県、能
の

代
しろ

平野は秋田県にあります。
問12　 B1 置換知識
　八

はち

郎
ろう

潟
がた

の干
かん

拓
たく

地
ち

につくられた大
おお

潟
がた

村で、東
とう

経
けい

140度、北
ほく

緯
い

40度の経
けい

緯
い

線が交差しています。日本
列島はおおよそ東経123度から148度、北緯24度から46度の間に広がっています。
問13　 A1 知識
　阿

あ

武
ぶ

隈
くま

川は那
な

須
す

岳
だけ

付近に水源を発し、郡山盆地や福
ふく

島
しま

盆地を流れて宮城県の岩
いわ

沼
ぬま

市付近で太平洋
に注ぐ全長約239kmの川です。最上川は西

にし

吾
あ

妻
ずま

山を水源として米沢盆地、山形盆地、新
しん

庄
じょう

盆地など
を流れて酒田市で日本海に注ぐ全長約229kmの川です。江戸時代は舟

しゅう

運
うん

が発達していました。日本
三急流のひとつで、他に富

ふ

士
じ

川、球
く

磨
ま

川があります。北上川は岩手県北部の七
なな

時
し ぐ れ

雨山
やま

付近に発し、
盛
もり

岡
おか

市、宮城県を流れて石
いしの

巻
まき

湾に注ぐ全長約249kmの川です。下流の一部は三陸海岸の追
おっ

波
ぱ

湾に注
いでいます。
問14　 A1 知識
　Ａの花

はな

笠
がさ

は８月に山形市などで行われる祭りで、笠
かさ

に赤く染めた紙で花
はな

飾
かざ

りをつけて踊
おど

ります。
Ｂの竿

かん

灯
とう

は秋田市で８月３日から４日間にわたり開かれる祭りで、多くの提
ちょう

灯
ちん

をつけた長い竹
たけ

竿
ざお

を
手のひらや腰

こし

などで支
ささ

える技を披
ひ

露
ろう

します。Ｃの七夕は仙台市で８月６日から８日にかけて行われ
る祭りで、江戸時代からの歴史があります。Ｄのねぶたは青森市などで８月上

じょう

旬
じゅん

に行われる祭りで、
鬼
おに

や武
ぶ

士
し

などをかたどった山
だ し

車が町中を進みます。
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問15　 具体化A2 知識
　Ａは青森県、Ｂは岩手県、Ｃは宮城県、Ｄは秋田県、Ｅは山形県、Ｆは福島県です。宮城県は東
北地方の中心都市である仙台市があるため、小売業の販

はん

売
ばい

額
がく

が多くなっています。
問16　 B1 置換 抽象化
　2003年の収

しゅう

量
りょう

を平年収量と比
ひ

較
かく

すると、青森県52.9％、岩手県73.4％、宮城県68.6％、秋田県92.5
％、山形県92.2％、福島県88.5％となりますので、青森県と宮城県が該

がい

当
とう

します。

3　中部地方に関する問題

　まず最初にＡ～Ｉの県を確
かく

定
てい

します。Ａは福井県、Ｂは石川県、Ｃは富山県、Ｄは新潟県、Ｅは
岐阜県、Ｆは長野県、Ｇは愛知県、Ｈは静岡県、Ｉは山梨県です。
問１　 A2 置換知識
　旧

きゅう

能
の と の く に

登国は石川県と富山県にまたがって広がる能登半島の大部分を占めていました。
問２　 A2 置換知識
　静岡県で見られるのはアの茶畑で、牧

まき

之
の

原
はら

市周辺には多くの茶畑があり2018年の静岡県の茶の収
しゅう

穫
かく

量
りょう

は全国の約41％を占めています。イは愛知県常
とこ

滑
なめ

市の沖合にある中部国
こく

際
さい

空港、ウは岐阜県白
しら

川
かわ

郷
ごう

の合
がっ

掌
しょう

造
づく

りの家屋で、世界遺産に登録されています。エは長野市の善
ぜん

光
こう

寺
じ

本堂で1701年に再
さい

建
けん

されました。
問３　（１） A1 知識　（２） B2 知識 理由
　山梨県はぶどうやももの生産量が都道府県別でそ
れぞれ第１位ですが、その多くが砂

さ

礫
れき

地
ち

で水はけが
良く、傾

けい

斜
しゃ

地
ち

のため日当たりの良い扇
せん

状
じょう

地
ち

上で生産
されています。
問４　（Ｕ） A2 知識 比較　（Ｖ） A2 知識 比較
　中部地方各県の製

せい

造
ぞう

品
ひん

出
しゅっ

荷
か

額
がく

割
わり

合
あい

を見た場合、情
じょう

報
ほう

通信機械が第１位を占めるのは長野県、食料
品が第１位を占めるのは新潟県しかありません。長野県では諏

す

訪
わ

市周辺、新潟県では新潟市周辺で
それぞれ多くの工場が見られます。輸

ゆ

送
そう

用
よう

機械が第１位を占めるのは愛知県、岐阜県、静岡県、生
産用機械が第１位を占めるのが石川県、山梨県、富山県は化学、福井県は電子部品が第１位となっ
ています。
問５　Ｘ A3 知識 置換 関係　Ｙ A3 知識 置換 関係　Ｚ A3 知識 置換 関係
　静岡県浜

はま

松
まつ

市では電子ピアノ、管楽器などの楽器生産や自動車部品、浴衣など綿
めん

織
おり

物
もの

の生産が盛
んです。ピアノの工場は市外への移

い

転
てん

が進んでいます。長野県諏訪市は明治時代ころは製
せい

糸
し

業が盛
んでしたが、第二次世界大戦後は時計やカメラなどの精

せい

密
みつ

機械工業が盛んになり、現在は電子部品
等を製造する電気機械工業が盛んです。愛知県豊

とよ

田
た

市は市の名前を1959年に挙
ころ

母
も

市から自動車会社
に因

ちな

む名前に変
へん

更
こう

しました。豊田市などで海外向けに生産された自動車は、名古屋港や三
み

河
かわ

港から
輸
ゆ

出
しゅつ

されています。愛知県東海市は鉄
てっ

鋼
こう

業、静岡県富
ふ

士
じ

市は製紙パルプ工業、新潟県三
さん

条
じょう

市は刃
は

物
もの

生産、岐阜県多治見市は窯
よう

業
ぎょう

がそれぞれ盛んです。

解答を書き終えたら、
必ず読み返してみる
ニャ
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問６　 A2 知識 置換
図の雨温図は気温が低く降

こう

水
すい

量
りょう

も少ないという、中央高地の気候の特色を示
しめ

していますので、ｂの
松本となります。ａは新潟県上

じょう

越
えつ

市高田、ｃは静岡市、ｄは名古屋市でそれぞれ上越市は日本海側
の気候、静岡市と名古屋市は太平洋側の気候の特色を示します。
問７　 A2 知識 置換
　木

き

曽
そ

川は長野県の鉢
はち

盛
もり

山に水源を持つ全長約210kmの川で、下流の濃
のう

尾
び

平野では長良川、揖
い

斐
び

川
と近

きん

接
せつ

して流れるため、水害が多発していました。そのための対
たい

策
さく

のひとつが集落を堤
てい

防
ぼう

で囲むこ
とで、そこから輪中という名前が生まれました。ｅは信

しな

濃
の

川、ｆは富士川、ｇは天
てん

竜
りゅう

川です。
問８　 A2 知識 置換
　写真の世界遺産は静岡県伊

い

豆
ず

の国
くに

市にある韮
にら

山
やま

反
はん

射
しゃ

炉
ろ

です。韮山反射炉は江戸幕
ばく

府
ふ

の命令で1854
年から1857年にかけて築

ちく

造
ぞう

されました。「明治日本の産業遺産」として世界遺産に登録されています。
問９　 A2 知識 分類
　伝

でん

統
とう

的
てき

工芸品である筆の生産が行われている市町村は奈良県奈良市、大和郡山市周辺や、広島県
熊野町です。新潟県燕

つばめ

市は洋食器の生産が盛んで、輸出用の洋食器では全国生産の約90％を占めて
いますが、伝統的工芸品ではありません。
問10　 A2 知識 置換
　愛知県は製造品出荷額が都道府県別第１位の工業が盛んな県ですが、農業産出額でも全国で第８
位となっています。特に渥

あつ

美
み

半島周辺でキャベツやきくなどが多く生産されています。
問11　 A2 知識 分類
　長野市は善

ぜん

光
こう

寺
じ

の門前町として、新潟市は信濃川河口の港町として発
はっ

展
てん

しました。金
かな

沢
ざわ

市は加
か

賀
が

藩
はん

、名古屋市は尾
お

張
わり

藩、富山市は加賀藩の支
し

藩である富山藩、福井市は福井藩（越
えち

前
ぜん

藩）の城下町
としての歴史をそれぞれ持ちます。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合…－１点
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【
解　

説
】

　
�　

額ぬ
か

賀が

澪み
お

の
「
ヒ
ト
リ
コ
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
慣
習
通
り
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
を
目
標
に
練
習
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
心
は
全
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
え
て
孤こ

独ど
く

を
選せ
ん

択た
く

し
て
い

る
日ひ

都と

子こ

は
、
集
団
の
中
で
の
強
者
や
そ
う
で
な
い
人
た
ち
の
ふ
る
ま

い
を
冷
や
や
か
に
見
つ
め
て
い
ま
す
。
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や

気
持
ち
を
て
い
ね
い
に
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
２
知
識
比
較

　

Ⓐ　
「
根
負
け
す
る
」
と
は
相
手
の
根
気
に
負
け
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、

片か
た

岡お
か

の
「
学
活
の
時
間
さ
え
練
習
を
さ
せ
ろ
」
と
い
う
要
望
を
受
け
入

れ
る
こ
と
で
す
。

　

Ⓑ　
「
舌
を
出
し
て
い
る
」と
は
、陰か
げ

で
人
を
ば
か
に
し
た
り
、あ
ざ
け
っ

た
り
す
る
こ
と
。
エ
「
憎に
く

た
ら
し
く
」
よ
り
も
、
ウ
の
「
ば
か
に
し
て

い
る
」
の
方
が
こ
こ
の
意
味
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
ま
す
。

問
二　

Ｂ
１
置
換

　
　

片
岡
は
、
人
が
傷
つ
く
よ
う
な
言
い
方
で
注
意
を
し
た
り
、
命
令
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
誰だ
れ

も
そ
の
命
令
に
あ
か
ら
さ
ま
に
逆
ら
っ
た
り
意

見
し
た
り
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
片
岡
を
日
都
子
は
何
に
た
と
え

て
い
る
か
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

問
三　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　
「
心
の
ス
イ
ッ
チ
」
を
切
っ
た
あ
と
の
日
都
子
は
、
片
岡
の
ふ
る
ま

い
に
「
腹
の
中
で
は
舌
を
出
し
」
な
が
ら
も
、
片
岡
が
先
導
す
る
合
唱

の
練
習
に
伴と
も
な

う
面め
ん

倒ど
う

に
自
分
が
巻
き
込こ

ま
れ
な
い
よ
う
、
受
け
答
え
を

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
普ふ

段だ
ん

よ
り
冷
静
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
読
み
取
れ
ま
す
。
日
都
子
は
他
人
か
ら
ど
う
思
わ
れ
る
か
で
行
動
を

変
え
た
り
し
な
い
の
で
、
ア
、
イ
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ウ
の
よ
う
に
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
の
合
唱
に
前
向
き
な
気
持
ち
は
読
み
取

れ
ま
せ
ん
。

問
四　

Ｂ
１
類
推
比
較

　
　

直
前
に
「
日
都
子
の
歌
を
聴き

い
て
い
る
片
岡
さ
ん
は
、
愛
を
歌
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
都
子
は
片
岡
は
『
心
の
瞳ひ
と
み

』

の
歌
詞
の
テ
ー
マ
な
ど
考
え
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

と
、片
岡
が
や
た
ら
と
練
習
熱
心
な
こ
と
か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。
イ「
尊

敬
さ
れ
る
こ
と
」
は
本
文
中
か
ら
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

問
五　

Ｂ
１
理
由
比
較

　
　

直
後
の
「
廊ろ
う

下か

を
歩
く
人
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
、
細
心
の
注
意
を

払は
ら

っ
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
片
岡
が
、
自
分
を
批ひ

判は
ん

し
て
い
る
人
が

い
な
い
か
、
ま
た
そ
れ
は
だ
れ
か
と
探さ
ぐ

っ
て
い
る
こ
と
を
誰だ
れ

に
も
聞
か

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
片
岡
の
こ
れ
ま
で
の

言
動
か
ら
、
ア
「
反
省
し
て
い
る
」、
エ
「
す
っ
か
り
弱
気
に
な
っ
て

い
る
」
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

問
六　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　

今
現
在
、
ク
ラ
ス
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
合
唱
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
は
、
片
岡
の
い
き
す
ぎ
た
指
導
に
文
句
を
言
っ

た
り
す
る
と
「
み
ん
な
が
頑が
ん

張ば

ろ
う
っ
て
や
っ
て
る
の
に
、
そ
の
和
を

乱
す
」
よ
う
な
行こ
う

為い

だ
と
断
じ
ら
れ
ま
す
。
日
都
子
は
、
そ
う
い
う
形

で
成
り
立
っ
て
い
る
「
み
ん
な
の
輪
」
な
ら
、「
自
ら
孤こ

独ど
く

を
選せ
ん

択た
く

し

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
「
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て

1
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い
る
仲
間
」、
ウ
「
み
ん
な
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」、
エ
「
現
実
に
は

な
い
き
れ
い
ご
と
し
か
許
さ
れ
な
い
」
な
ど
の
部
分
が
ふ
さ
わ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

問
七　

Ｂ
１
理
由
類
推

　
　

人
は
、自
分
が
あ
る
人
に
関
し
て
思
い
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、

当
の
本
人
か
ら
つ
き
つ
け
ら
れ
る
と
、「
気
ま
ず
さ
」
を
感
じ
ま
す
。

直
前
の
「
片
岡
さ
ん
も
日
都
子
の
こ
と
を
ヒ
ト
リ
コ
と
呼
ぶ
。
当
の
日

都
子
の
口
か
ら
ヒ
ト
リ
コ
と
い
う
単
語
が
出
て
き
た
こ
と
は
、
予
想
外

だ
っ
た
よ
う
だ
。
案
外
こ
う
い
う
こ
と
は
、
言
っ
て
い
る
当
人
は
ば
れ

て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。」
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

問
八　

　

１　

Ｂ
１
理
由
類
推

　
　

山や
ま

野の

に
つ
い
て
は
、

━
線
⑦
直
後
に
「
小
学
五
年
生
の
秋
、
金
魚

の
一
件
が
あ
っ
て
か
ら
彼か
の

女じ
ょ

は
日
都
子
の
こ
と
を
『
深
作
さ
ん
』
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
学
五
年
の
秋
ま
で
は
下
の

名
前
で
呼
ぶ
親
し
い
友
達
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
親
し
い

友
達
」
と
同
意
の
表
現
と
し
て
、
1
ペ
ー
ジ
目
の
下
段
の
「
毎
日
一い
っ

緒し
ょ

に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
仲
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
野
か
ら
、

名
字
で
呼
ば
れ
る
と
い
う
、
友
達
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
の
宣せ
ん

告こ
く

を
受
け
て
、
深
く
傷き
ず

つ
い
て
か
ら
「
四
年
も
た
つ
」
と
あ
り
ま
す
。

　

２　

Ｂ
１
理
由

　
　

山
野
は
廊
下
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
知
り
た
い
か
ら
、
い

つ
も
の
よ
う
に
名
字
で
は
な
く
、
親
し
げ
に
「
日
都
子
ち
ゃ
ん
」
と
名

前
で
呼
ん
だ
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
自
分
の
保
身
の
た
め
に
手
の
ひ
ら

返
し
を
す
る
山
野
の
性
格
が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
ん
な
性
格
が
示
さ
れ

た
一
文
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

問
九　

Ｂ
１
類
推

　
　

━
線
②
の
後
の
『
心
の
瞳
』
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
部
分
で
「
一

体
、
ク
ラ
ス
の
う
ち
の
何
人
が
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と

あ
る
よ
う
に
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
は
歌
詞
の
世
界
な
ど
考
え
も
せ
ず
、

合
唱
の
練
習
を
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
示
す
た
め
だ
け
に
歌
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
こ
の
「
う
わ
べ
だ
け
で
」
と
同
じ
意
味
の
表
現
は
本
文

中
だ
け
で
も
二
か
所
つ
か
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

池い
け

田だ

清き
よ

彦ひ
こ

「
ぼ
く
は
虫
ば
か
り
採
っ
て
い
た　

生
き
物
の
マ
イ
ナ
ー
な

普ふ

遍へ
ん

を
求
め
て
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
筆
者
は
著
名
な
学
者
で
す
が
、

大
の
虫
好
き
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
ダ
ム
の
造
成
や
原
生

林
の
伐ば
っ

採さ
い

の
た
め
、
生
息
地
を
奪う
ば

わ
れ
、
名
前
も
付
け
ら
れ
て
い
な
い
ま

ま
滅ほ
ろ

ん
で
い
く
昆こ
ん

虫ち
ゅ
う

が
多
く
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

昆
虫
採
集
や
、
昆
虫
の
国
外
持
ち
出
し
を
一い
ち

律り
つ

に
禁
止
す
る
よ
う
に
も

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
筆
者
は
そ
う
す
る
こ
と
が
生
物
多
様
性

の
解
明
の
さ
ま
た
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
警け
い

鐘し
ょ
う

を
な
ら
し
て
い
ま
す
。

問
一　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

文
を
接
続
す
る
言
葉
は
、
前
後
の
文
の
関
係
を
よ
く
確
認
し
て
入
れ

ま
し
ょ
う
。《
１
》
の
前
後
は
補
足
の
関
係
、《
２
》
の
前
後
は
付
加
の

関
係
、《
３
》
の
前
後
は
逆
接
の
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
二　

Ｂ
１
理
由
類
推

　
　

━
線
①
の
直
後
に
「
何
の
た
め
に
子こ

供ど
も

た
ち
は
虫
を
採
る
の
か
」

と
問
い
か
け
の
文
が
あ
り
、
こ
の
後
に
、
子
供
た
ち
が
虫
を
採
る
目
的

2
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が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
三
文
後
に
「
虫
を
売
る

の
で
あ
る
。
買
う
の
は
ほ
と
ん
ど
日
本
人
で
あ
る
」
と
続
く
の
で
、
こ

こ
か
ら
答
え
を
出
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

問
三　

Ｂ
１
具
体
化
類
推

　
　
「
皮
肉
」
と
い
う
の
は
、
期
待
し
て
い
た
こ
と
と
は
、
ま
っ
た
く

違ち
が

っ
た
結
果
に
な
る
と
き
に
使
い
ま
す
。
こ
の
「
皮
肉
な
話
」
と
い
う

の
は
、「
一
度
虫
が
減
少
し
た
と
こ
ろ
は
二
度
と
元
通
り
に
は
な
ら
な

い
」
こ
と
の
具
体
例
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
、
第
四
段
落
の
内
容
の
こ

と
で
す
。
筆
者
は
虫
が
減
っ
た
原
因
は
昆
虫
採
集
で
は
な
い
の
に
、
な

ぜ
そ
れ
が
禁
止
さ
れ
る
の
だ
、
そ
し
て
、
昆
虫
採
集
を
禁
止
し
た
と
こ

ろ
で
、「
一
度
虫
が
減
少
し
た
と
こ
ろ
は
二
度
と
元
通
り
に
は
な
ら
な

い
」
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
残
念
で
た
ま
ら
な
い

と
い
う
気
持
ち
を
「
皮
肉
」
と
い
う
こ
と
ば
に
込こ

め
て
い
る
の
で
す
。

問
四　

Ｂ
１
理
由
類
推

　
　

━
線
③
の
直
前
の
「
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
」
に
注
目
で
す
。
こ

こ
で
は
「
こ
う
い
う
理
由
も
あ
っ
て
」
の
意
味
で
す
。
問
わ
れ
て
い
る

「
虫
は
何
で
も
い
い
か
ら
極
力
集
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
」理
由
は
、「
そ

ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
」
の
直
前
の
内
容
か
ら
答
え
ら
れ
ま
す
。

 

問
五　

Ａ
１
知
識
比
較

　
　

上
に
打
消
し
の
語
を
と
も
な
う
三
字
熟
語
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

主
に
四
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の

で
、
出
て
き
た
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

非
○
○
…
非
公
式
、
非
常
識
、
非
現
実　

な
ど

　
　

無
○
○
…
無
意
識
、
無
造
作
、
無
差
別　

な
ど

　
　

不
○
○
…
不
平
等
、
不
衛
生
、
不
可
能　

な
ど

　
　

未
○
○
…
未
完
成
、
未
発
表
、
未
開
発　

な
ど

問
六　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　
「
焼
石
に
水
」
は
わ
ず
か
な
努
力
や
援え
ん

助じ
ょ

く
ら
い
は
、
ほ
と
ん
ど
効

果
が
な
い
こ
と
の
た
と
え
で
す
。
こ
の
場
合
「
夜
に
な
る
と
…
…
標
本

を
つ
く
っ
て
は
い
る
」
が
「
努
力
」
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
努
力
も
む

な
し
い
の
は
、
あ
ま
り
に
た
く
さ
ん
の
未
整
理
の
虫
が
い
る
か
ら
で
す

ね
。
イ
の
「
公
的
な
機
関
が
や
る
よ
う
な
膨ぼ
う

大だ
い

な
仕
事
量
」
と
い
う
の

も
、
正
解
の
エ
に
比
べ
て
具
体
性
に
乏と
ぼ

し
い
と
言
え
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１
推
論

　
　

虫
売
り
た
ち
の
知
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
、

━
線
⑥
の
直
後

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
に
対
す
る
非
常
に
細
か
な
知

識
を
筆
者
が
十
一
字
で
表
現
し
て
い
る
部
分
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

「
ど
ん
な
知
識
」
と
聞
か
れ
て
い
る
の
で
、「
～
知
識
」
で
終
わ
る
言
葉

を
探
す
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
問
八　

Ｂ
２
理
由
推
論

　
　

━
線
⑦
の
直
後
の
文
に
「
有
用
な
遺
伝
子
を
発
見
し
て
特と
っ

許き
ょ

を
と

れ
ば
、
と
き
に
莫ば
く

大だ
い

な
利
益
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
理
由
が
し
め

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
部
分
は
必
要
で
す
。
遺
伝
子
の
特
許
を
と
れ

ば
、
と
き
に
莫
大
な
利
益
を
得
ら
れ
る
の
は
、

━
線
⑦
の
直
前
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
米
国
で
遺
伝
子
に
特
許
が
認み
と

め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
」
た
か
ら
で
す
。

━
線
⑦
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
二
点
が
お
さ

え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

国語─解答と解説



解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

指
示
語
の
問
題
を
解
く
と
き
は
、
そ
の
指
示
語
を
含ふ
く

む
一
文
を
よ
く

読
み
ま
し
ょ
う
。「
…
そ
れ
は
、
こ
と
昆
虫
に
関
す
る
限
り
、
生
物
多

様
性
の
解
明
の
さ
ま
た
げ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
生
物
多
様
性
の
解
明
の
さ
ま
た
げ
に
な
る
の
は
何
か
、
を
考

え
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。
ま
た
最
終
段
落
で
、
昆
虫
採
集
に
関
わ
る
人

た
ち
（
日
本
人
か
現
地
採
集
人
）
に
よ
っ
て
ネ
キ
ダ
リ
ス
の
七
種
の
う

ち
の
六
種
の
存
在
が
確か
く

認に
ん

さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
昆
虫
採
集

に
よ
っ
て
、
生
物
多
様
性
の
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
も
考
え
た
上
で
、
傍ぼ
う

線せ
ん

部ぶ

よ
り
前
の
文
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

�　

Ａ
２
知
識
比
較

　
　

こ
と
ば
の
き
ま
り
を
問
う
問
題
で
す
。「
け
っ
し
て
～
な
い
」、

「
も
し
～
な
ら
」、「
ま
る
で
～
よ
う
だ
」
の
よ
う
に
、
う
し
ろ
に
く

る
こ
と
ば
が
決
ま
っ
て
い
る
副
詞
を
「
呼
応
の
副
詞
」
と
言
い
ま
す
。

こ
の
法
則
も
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

②�　

彼
に
限
っ
て
、
よ
も
や
裏
切
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。「
よ
も
や
」

は
「
ま
さ
か
」
と
同
じ
意
味
で
す
。

　
　

④�　

彼
女
は
さ
も
う
れ
し
そ
う
に
ほ
ほ
え
み
ま
し
た
。「
さ
も
」
は

「
い
か
に
も
」
と
同
じ
意
味
で
す
。

3
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